
　
　

今
年
度
は
計

億
円
を
投

今
年
度
は
計
㮇
億
円
を
投
入入
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本本
川

％
、多
治
比
川

％

川
㮇
％
、多
治
比
川
㮇
％
にに

4747

2424

工工
事事
着着
手手

豪
雨
の
改
良
復
旧
、残
り
2
河
川

広島県河川課

広
島
県
土
木
建
築
局
河
川
課
は
、

　
広
島
県
土
木
建
築
局
河
川
課
は
、
２
０
２
１

２
０
２
１
年
の
豪
雨
災
害
で
甚
大
な
浸
水
被
害
を
受
け
た
県
内

年
の
豪
雨
災
害
で
甚
大
な
浸
水
被
害
を
受
け
た
県
内
６
河
川
を

河
川
を
対

象
と
す
る
「
改
良
復
旧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
最
新
進
ち
ょ
く
状
況
（

象
と
す
る
「
改
良
復
旧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
最
新
進
ち
ょ
く
状
況
（
５
月
末
時
点
）
を
ま
と
め
た
。
現
在
進
め

月
末
時
点
）
を
ま
と
め
た
。
現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
本
川
と
多
治
比
川
の

れ
て
い
る
本
川
と
多
治
比
川
の
２
河
川
だ
け
で
も
、
国
の
補
助
金
（
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
推
進
事
業
費

河
川
だ
け
で
も
、
国
の
補
助
金
（
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
推
進
事
業
費
）

を
活
用
し
た
投
資
額
は
本
年
度

を
活
用
し
た
投
資
額
は
本
年
度
約
　
億
２
６
０
０

２
６
０
０
万
円
に
上
る
予
算
規
模
と
な
っ
て
お
り
、
用
地
取
得
を
進
め

万
円
に
上
る
予
算
規
模
と
な
っ
て
お
り
、
用
地
取
得
を
進
め
な

2323

が
ら
橋
り
ょ
う
架
け
替
え
や
護
岸
工
な
ど
の
主
要
工
事
を
順
次
本
格
化
さ
せ
て
い
る

が
ら
橋
り
ょ
う
架
け
替
え
や
護
岸
工
な
ど
の
主
要
工
事
を
順
次
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

一
方
で
、
対
象
と
な
る

　
一
方
で
、
対
象
と
な
る
６

河
川
の
う
ち
、

河
川
の
う
ち
、
４
河
川
に

河
川
に
つ

い
て
は
す
で
に
全
て
の
工

い
て
は
す
で
に
全
て
の
工
事

が
完
了
し
て
い
る
。
完
了

が
完
了
し
て
い
る
。
完
了
河

川
の
状
況
を
見
る
と
、
天

川
の
状
況
を
見
る
と
、
天
井

川
（
三
原
市
）
で

川
（
三
原
市
）
で
は
　
年
度
年
度

2222

に
堤
防
再
構
築
及
び
ド
レ

に
堤
防
再
構
築
及
び
ド
レ
ー

ン
工
（
浸
透
対
策
）
な
ど

ン
工
（
浸
透
対
策
）
な
ど
の

工
事
を
完
了

工
事
を
完
了
。

ま
た
、
出
原
川
・
冠
川
（

　
ま
た
、
出
原
川
・
冠
川
（
北

広
島
町
）
に
お
け
る
築
堤

広
島
町
）
に
お
け
る
築
堤
や

護
岸
か
さ
上
げ
工
事

護
岸
か
さ
上
げ
工
事
は
　
年
2323

度
ま
で
に
全
区
間
で
完
了

度
ま
で
に
全
区
間
で
完
了
。

さ
ら
に
、
三
津
大
川
（
東

さ
ら
に
、
三
津
大
川
（
東
広

島
市
）
で
も
河
道
拡
幅
や

島
市
）
で
も
河
道
拡
幅
や
橋

り
ょ
う
架
け
替
え
な
ど
を

り
ょ
う
架
け
替
え
な
ど
を
推

進
し
進
し
、　

年
度
末
を
も
っ

年
度
末
を
も
っ
て

2525

全
工
事
が
完
了
し
た

全
工
事
が
完
了
し
た
。

現
在
も
整
備
が
継
続
し

　
現
在
も
整
備
が
継
続
し
て

い
る
残
り

い
る
残
り
２
河
川
で
は
、

河
川
で
は
、
と

も
に
工
事
が
本
格
化
。
こ

も
に
工
事
が
本
格
化
。
こ
の

う
ち
、
竹
原
市
を
流
れ
る

う
ち
、
竹
原
市
を
流
れ
る
本

川
で
は
、

川
で
は
、
７
０
０

７
０
０
ｍ
の
区

ｍ
の
区
間

を
対
象
に
河
道
拡
幅
や
護

を
対
象
に
河
道
拡
幅
や
護
岸

か
さ
上
げ
、
橋
り
ょ
う
架

か
さ
上
げ
、
橋
り
ょ
う
架
け

替
え
、
市
事
業
に
よ
る
内

替
え
、
市
事
業
に
よ
る
内
水

排
水
ポ
ン
プ
増
設
な
ど
が

排
水
ポ
ン
プ
増
設
な
ど
が
進

め
ら
れ
、
現
在
、
用
地
取

め
ら
れ
、
現
在
、
用
地
取
得

率
は
　
％
に
達
し
、
護
岸

％
に
達
し
、
護
岸
工

8686

事
等
は
全
体

事
等
は
全
体
の
　
％
（
う
ち

％
（
う
ち

4747

　
％
が
完
了
）
で
着
手
済
み

％
が
完
了
）
で
着
手
済
み
。

2929こ
れ
ま
で
に
須
方
橋
の
架

こ
れ
ま
で
に
須
方
橋
の
架
け

替
え
工
事
が
完
了
し
た

替
え
工
事
が
完
了
し
た
。

今
年
度
の
事
業
費
に
は

　
今
年
度
の
事
業
費
に
は
前

年
度
か
ら
の
繰
越
金
を
合

年
度
か
ら
の
繰
越
金
を
合
わ

せ
て
せ
て
７
億
６
１
３
２

６
１
３
２
万
円
万
円
を

投
入
。
今
年
度
は
馬
橋
の

投
入
。
今
年
度
は
馬
橋
の
架

け
替
え
工
事
を
進
め
る
と

け
替
え
工
事
を
進
め
る
と
と

も
に
、
着
実
な
用
地
取
得

も
に
、
着
実
な
用
地
取
得
を

経
て
、
来
年
度
に
は
番
屋

経
て
、
来
年
度
に
は
番
屋
橋

の
架
け
替
え
工
事
着
手
を

の
架
け
替
え
工
事
着
手
を
目

指
す
方
針
で
、
全
体
の
工

指
す
方
針
で
、
全
体
の
工
事

完
了
完
了
は
　
年
度
を
予
定
し

年
度
を
予
定
し
て

2828

い
る
い
る
。

安
芸
高
田
市
の
多
治
比

　
安
芸
高
田
市
の
多
治
比
川

で
は
、

で
は
、
２
９
０
０

２
９
０
０
ｍ
に
及

ｍ
に
及
ぶ

広
範
囲
で
河
道
拡
幅
や
堤

広
範
囲
で
河
道
拡
幅
や
堤
防

か
さ
上
げ
、
せ
き
改
築
な

か
さ
上
げ
、
せ
き
改
築
な
ど

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
進

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
進
ち

ょ
く
状
況
は
、
用
地
取
得

ょ
く
状
況
は
、
用
地
取
得
率

が
　
％
、
護
岸
工
事
等
の

％
、
護
岸
工
事
等
の
着

7171
手
が
　
％
（
う

％
（
う
ち
　
％
が
完

％
が
完

2424

1111

了
）
と
な
っ
て
い
る

了
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
ち
ら
の
今
年
度
の
事

　
こ
ち
ら
の
今
年
度
の
事
業

費
は
同
じ
く
繰
越
金
を
合

費
は
同
じ
く
繰
越
金
を
合
わ

せ
て
　
億
６
４
２
６

６
４
２
６
万
３
０

1515

０
０
０
０
円
。
今
年
度
は
名
貫

円
。
今
年
度
は
名
貫
橋

の
架
け
替
え
工
事
を
推

の
架
け
替
え
工
事
を
推
進

し
、
来
年
度
に
は
港
橋
の

し
、
来
年
度
に
は
港
橋
の
架

け
替
え
工
事
へ
の
着
手
を

け
替
え
工
事
へ
の
着
手
を
目

指
す
計
画
で
、
最
終
的
な

指
す
計
画
で
、
最
終
的
な
工

事
完
了

事
完
了
は
　

年
度
を
見

年
度
を
見
込

3030

む
。県

河
川
課
で
は
「
引
き

　
県
河
川
課
で
は
「
引
き
続

き
事
業
の
進
ち
ょ
く
や
詳

き
事
業
の
進
ち
ょ
く
や
詳
細

な
実
施
内
容
を
積
極
的
に

な
実
施
内
容
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
く
と
と
も
に
、

信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
県

民
の
安
全
・
安
心
を
一
日

民
の
安
全
・
安
心
を
一
日
も

早
く
確
保
す
る
た
め
、
用

早
く
確
保
す
る
た
め
、
用
地

取
得
や
順
次
着
工
に
よ
る

取
得
や
順
次
着
工
に
よ
る
施

工
の
加
速
化
を
図
り
、
プ

工
の
加
速
化
を
図
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
早
期
完
了
に

ジ
ェ
ク
ト
の
早
期
完
了
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
」

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
方

針
だ
針
だ
。

　
＝
改
良
復
旧
プ
ロ
ジ
ェ

＝
改
良
復
旧
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
工
程
計
画

ト
の
工
程
計
画
＝

【
二
級
河
川
本
川
水
系

　
【
二
級
河
川
本
川
水
系
本

川
】▽

測
量
設
計

　
▽
測
量
設
計
＝
　
～
　
年

2222

2323

度
▽
用
地
補
償

　
▽
用
地
補
償
＝
　
～
　
年

2323

2727

度
▽
工
事

　
▽
工
事
＝
　
～
　
年
度
年
度

2424

2828

【
一
級
河
川
江
の
川
水

　
【
一
級
河
川
江
の
川
水
系

ネ
コ
ン
と
比
較
し
、
若
手

ネ
コ
ン
と
比
較
し
、
若
手
か

ら
裁
量
を
持
っ
て
多
様
な

ら
裁
量
を
持
っ
て
多
様
な
業

務
を
経
験
で
き
る
点
を
売

務
を
経
験
で
き
る
点
を
売
り

に
出
す

に
出
す
。

ま
た
、
松
江
市
か
ら
参

　
ま
た
、
松
江
市
か
ら
参
加

し
た
豊
洋
の
嶋
田
美
咲
さ

し
た
豊
洋
の
嶋
田
美
咲
さ
ん

（
総
務
部
採
用
担
当
）
は
「

（
総
務
部
採
用
担
当
）
は
「
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
時
間
を
確
保

ラ
イ
ベ
ー
ト
時
間
を
確
保
し

や
す
い
環
境
な
ど
、
長
期

や
す
い
環
境
な
ど
、
長
期
就

業
に
適
し
た
地
元
企
業
の

業
に
適
し
た
地
元
企
業
の
良

さ
を
伝
え
た
い
」
と
話
す

さ
を
伝
え
た
い
」
と
話
す
。

同
社
は
住
宅
事
業
「
Ｕ

　
同
社
は
住
宅
事
業
「
Ｕ
―

ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
」
で

ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
」
で
２
０
０

２
０
０
０

棟
超
の
着
工
実
績
を
誇
る

棟
超
の
着
工
実
績
を
誇
る
。

こ
れ
ま
で
の
計
画
的
な
中

こ
れ
ま
で
の
計
画
的
な
中
途

採
用
か
ら
、
学
生
採
用
の

採
用
か
ら
、
学
生
採
用
の
パ

チ
ャ
ン
ス
。
当
社
の
強
み

チ
ャ
ン
ス
。
当
社
の
強
み
は

風
通
し
の
良
い
社
風
と
、

風
通
し
の
良
い
社
風
と
、
広

島
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を

島
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
自

負
す
る
待
遇
面
」
と
強
調

負
す
る
待
遇
面
」
と
強
調
。

同
社
は
有
名
建
築
家
の

　
同
社
は
有
名
建
築
家
の
案

件
を
多
数
手
掛
け
、
住
宅

件
を
多
数
手
掛
け
、
住
宅
や

ホ
テ
ル
、
商
業
施
設
、
学
校

ホ
テ
ル
、
商
業
施
設
、
学
校
、

さ
ら
に
は
豪
華
客
船
ま
で

さ
ら
に
は
豪
華
客
船
ま
で
幅

広
い
実
績
を
持
つ
。
大
手

広
い
実
績
を
持
つ
。
大
手
ゼ

い
対
話
が
展
開
さ
れ
た

い
対
話
が
展
開
さ
れ
た
。

福
山
市
か
ら
出
展
し
た

　
福
山
市
か
ら
出
展
し
た
大

和
建
設
の
野
美
山
充
博
・

和
建
設
の
野
美
山
充
博
・
財

務
総
務
部
長
は
「
来
春
は

務
総
務
部
長
は
「
来
春
は
５

人
程
度
の
新
卒
採
用
を
予

人
程
度
の
新
卒
採
用
を
予
定

し
て
い
る
。
Ｕ
タ
ー
ン
希

し
て
い
る
。
Ｕ
タ
ー
ン
希
望

者
を
期
待
し
づ
ら
い
厳
し

者
を
期
待
し
づ
ら
い
厳
し
い

状
況
の
中
、
地
元
志
向
の

状
況
の
中
、
地
元
志
向
の
学

生
と
直
接
出
会
え
る
貴
重

生
と
直
接
出
会
え
る
貴
重
な

　
２
０
２
８

２
０
２
８
年
春
に
卒
業

年
春
に
卒
業
を

予
定
す
る
建
築
系
の
大
学

予
定
す
る
建
築
系
の
大
学
・

高
専
・
専
門
学
校
生
ら
を

高
専
・
専
門
学
校
生
ら
を
対

象
に
し
た
「
建
設
業
界
企

象
に
し
た
「
建
設
業
界
企
業

研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
が
　
日
、
日
、

2020

広
島
市
東
区
の
広
島
コ
ン

広
島
市
東
区
の
広
島
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。
総
合
資
格
学
院
西
日

た
。
総
合
資
格
学
院
西
日
本

ブ
ロ
ッ
ク
中
国
四
国
エ
リ

ブ
ロ
ッ
ク
中
国
四
国
エ
リ
ア

が
主
催
。
会
場
に
は
建
設

が
主
催
。
会
場
に
は
建
設
会

社
な
社
な
ど
　
社
が
ブ
ー
ス
を

社
が
ブ
ー
ス
を
構

1919

え
、
中
国
・
四
国
地
方
か

え
、
中
国
・
四
国
地
方
か
ら

集
ま
っ
た

集
ま
っ
た
２
７
２

２
７
２
人
の
学

人
の
学
生

が
、
採
用
担
当
者
の
説
明

が
、
採
用
担
当
者
の
説
明
に

真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾

真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け

た
。特

に
採
用
難
に
直
面
す

　
特
に
採
用
難
に
直
面
す
る

地
場
企
業
に
と
っ
て
、
今

地
場
企
業
に
と
っ
て
、
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
は
自
社
の
魅

の
セ
ミ
ナ
ー
は
自
社
の
魅
力

を
直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶

を
直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
機
会
。
各
ブ
ー
ス
で
は

の
機
会
。
各
ブ
ー
ス
で
は
熱

の
こ
も
っ
た
会
社
紹
介
や

の
こ
も
っ
た
会
社
紹
介
や
熱

イ
プ
ラ
イ
ン
構
築
へ
と
体

イ
プ
ラ
イ
ン
構
築
へ
と
体
制

を
見
直
し
、
ま
ず
は
認
知

を
見
直
し
、
ま
ず
は
認
知
拡

大
を
図
る
構
え
だ

大
を
図
る
構
え
だ
。

両
社
と
も
資
格
講
座
の

　
両
社
と
も
資
格
講
座
の
授

業
料
を
会
社
が
負
担
す
る

業
料
を
会
社
が
負
担
す
る
制

度
を
設
け
、
文
系
学
生
の

度
を
設
け
、
文
系
学
生
の
受

け
入
れ
に
も
前
向
き
な
姿

け
入
れ
に
も
前
向
き
な
姿
勢

を
示
す

を
示
す
。

採
用
担
当
者
ら
は
学
生

　
採
用
担
当
者
ら
は
学
生
に

対
し
、
「
イ
ン
タ
ー
ン
へ

対
し
、
「
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の

参
加
で
理
解
を
深
め
て
ほ

参
加
で
理
解
を
深
め
て
ほ
し

い
」
「
他
者
の
勧
め
で
は

い
」
「
他
者
の
勧
め
で
は
な

く
、
現
場
見
学
な
ど
を
通

く
、
現
場
見
学
な
ど
を
通
じ

て
自
分
の
肌
感
覚
で
選
び

て
自
分
の
肌
感
覚
で
選
び
、

判
断
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

判
断
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
る

か
け
て
い
る
。

【
出
展
企
業
】
穴
吹
工

　
【
出
展
企
業
】
穴
吹
工
務

店
、
ア
レ
ス
、
鹿
島
建
設

店
、
ア
レ
ス
、
鹿
島
建
設
、

共
立
、
久
保
組
、
合
田
工

共
立
、
久
保
組
、
合
田
工
務

店
、
小
竹
組
、
コ
ラ
ボ
ハ

店
、
小
竹
組
、
コ
ラ
ボ
ハ
ウ

ス
、
三
和
鉄
構
建
設
、
Ｊ

ス
、
三
和
鉄
構
建
設
、
Ｊ
Ｆ

Ｅ
シ
ビ
ル
、
シ
ミ
ズ
・
ビ

Ｅ
シ
ビ
ル
、
シ
ミ
ズ
・
ビ
ル

ラ
イ
フ
ケ
ア
、
積
水
ハ

ラ
イ
フ
ケ
ア
、
積
水
ハ
ウ

ス
、
大
東
建
託
グ
ル
ー
プ

ス
、
大
東
建
託
グ
ル
ー
プ
、

大
和
建
設
、
藤
木
工
務
店

大
和
建
設
、
藤
木
工
務
店
、

豊
洋
、
三
島
産
業
、
村
本

豊
洋
、
三
島
産
業
、
村
本
建

設
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

設
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
　5050

音
順
、
記
事
に
掲
載
さ
れ

音
順
、
記
事
に
掲
載
さ
れ
た

２
社
を
含

社
を
含
む
　
社
）
社
）

1919

総合資格学院

建
築
系
学
生
ら
㮇
人
来
場

227722272

地
場
企
業
な
ど
㮇
社
が
出
展

19

広
島
で
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー

学生たちに自社の魅力ＰＲ！
写真は大和建設上梢と豊洋のブース

２
日
間
で
延
べ

人
の
講

日
間
で
延
べ
　
人
の
講
師

1010

が
登
壇
し
た
。
中
国
地
方

が
登
壇
し
た
。
中
国
地
方
整

備
局
中
国
道
路
メ
ン
テ
ナ

備
局
中
国
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
長
の
佐
々
田

ス
セ
ン
タ
ー
長
の
佐
々
田
敬

久
氏
は
「
中
国
地
方
整
備

久
氏
は
「
中
国
地
方
整
備
局

内
の
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
の

内
の
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
の
老

朽
化
状
況
」
と
題
し
て
維

朽
化
状
況
」
と
題
し
て
維
持

管
理
予
算
の
推
移
や
中
国

管
理
予
算
の
推
移
や
中
国
５

県
に
お
け
る
老
朽
化
状
況

県
に
お
け
る
老
朽
化
状
況
、

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
あ

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
あ
り

し
く
解
説
す
る
と
と
も
に

し
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、

現
場
で
直
面
す
る
具
体
的

現
場
で
直
面
す
る
具
体
的
な

問
題
を
取
り
上
げ
、
解
決

問
題
を
取
り
上
げ
、
解
決
策

を
共
有
す
る
。
皆
様
に
と

を
共
有
す
る
。
皆
様
に
と
っ

て
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
最

て
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
最
新

の
情
報
と
実
務
に
役
立
つ

の
情
報
と
実
務
に
役
立
つ
ヒ

ン
ト
を
得
ら
れ
る
貴
重
な

ン
ト
を
得
ら
れ
る
貴
重
な
機

会
と
な
る
こ
と
を
確
信
し

会
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て

い
る
」
と
述
べ
た

い
る
」
と
述
べ
た
。

中
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は

　
中
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

ど
全

会
場
で
開
催
す
る

ど
全
　
会
場
で
開
催
す
る
予

1010

定
で
、
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿

定
で
、
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命

化
を
支
え
る
維
持
管
理
技

化
を
支
え
る
維
持
管
理
技
術

の
最
前
線
」
を
テ
ー
マ
に

の
最
前
線
」
を
テ
ー
マ
に
最

新
技
術
や
知
見
な
ど
を
披

新
技
術
や
知
見
な
ど
を
披
露

す
る
す
る
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
徳

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
徳
納

会
長
会
長
（
写
真
写
真
、
福
徳
技
研

、
福
徳
技
研
）

は
、
「
現
場
で
は
技
術
者

は
、
「
現
場
で
は
技
術
者
不

足
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

足
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増

大
と
い
っ
た
厳
し
い
現
実

大
と
い
っ
た
厳
し
い
現
実
に

直
面
し
て
い
る
中
、
補
修

直
面
し
て
い
る
中
、
補
修
技

術
や
劣
化
診
断
技
術
は
め

術
や
劣
化
診
断
技
術
は
め
ざ

ま
し
い
進
展
を
遂
げ
て
い

ま
し
い
進
展
を
遂
げ
て
い
る

が
、
残
念
な
が
ら
実
務
へ

が
、
残
念
な
が
ら
実
務
へ
の

適
用
が
十
分
に
進
ん
で
い

適
用
が
十
分
に
進
ん
で
い
な

い
」
と
現
状
の
問
題
点
を

い
」
と
現
状
の
問
題
点
を
指

摘
。
「
本
日
は
最
新
の
維

摘
。
「
本
日
は
最
新
の
維
持

管
理
技
術
や
補
修
手
法
を

管
理
技
術
や
補
修
手
法
を
詳

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長
）

は
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

は
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
の
補
修
・
補
強
に
関
す

物
の
補
修
・
補
強
に
関
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
６

２
０
２
６
」
の

中
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
広
島

中
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
広
島
）

を
開
催
し
、

日
と

日

を
開
催
し
、　

日
と
　
日
の

2222

2323

２
日
間
で
延
べ

日
間
で
延
べ
１
４
０
０

１
４
０
０
人

が
参
加
し
た
。
今
後
、
こ

が
参
加
し
た
。
今
後
、
こ
の

日
の
中
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

日
の
中
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
皮

切
り
に
全
国
の
主
要
都
市

切
り
に
全
国
の
主
要
都
市
な

方
を
説
い
た
ほ
か
、
京
都

方
を
説
い
た
ほ
か
、
京
都
大

学
名
誉
教
授
の
宮
川
豊
章

学
名
誉
教
授
の
宮
川
豊
章
氏

は
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

は
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
を

支
え
る
維
持
管
理
技
術
の

支
え
る
維
持
管
理
技
術
の
基

本
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ナ
リ

本
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ナ
リ
オ

デ
ザ
イ
ン
に
主
軸
を
置
い

デ
ザ
イ
ン
に
主
軸
を
置
い
た

持
論
を
紹
介

持
論
を
紹
介
。

近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研

究
会
代
表
の
十
河
茂
幸
氏

究
会
代
表
の
十
河
茂
幸
氏
は

「
施
工
時
に
生
じ
る
変
状

「
施
工
時
に
生
じ
る
変
状
を

初
期
欠
陥
に
し
な
い
た
め

初
期
欠
陥
に
し
な
い
た
め
の

対
策
」
、
広
島
工
業
大
学

対
策
」
、
広
島
工
業
大
学
教

授
の
竹
田
宣
典
氏
は
「
イ

授
の
竹
田
宣
典
氏
は
「
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
に
対
す
る

フ
ラ
の
老
朽
化
に
対
す
る
予

防
保
全
型
の
維
持
管
理
」

防
保
全
型
の
維
持
管
理
」
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
会
技
術
委
員
長
の
江

ス
協
会
技
術
委
員
長
の
江
良

和
徳
氏
は
「
コ
ン
ク
リ
ー

和
徳
氏
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
劣
化
機
構
を
理
解
し
て

の
劣
化
機
構
を
理
解
し
て
維

持
管
理
に
活
か
す
」
「
亜

持
管
理
に
活
か
す
」
「
亜
硝

酸
リ
チ
ウ
ム
を
活
用
し
た

酸
リ
チ
ウ
ム
を
活
用
し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
補
修
技
術
の

ン
ク
リ
ー
ト
補
修
技
術
の
最

前
線
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ

前
線
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ

れ
講
演
を
行
っ
た

れ
講
演
を
行
っ
た
。

な
お
、
次
の
会
場
と
な

　
な
お
、
次
の
会
場
と
な
る

近
畿
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

近
畿
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
７
月

１
日
と
日
と
２
日
の
日
の
２
日
間
、

日
間
、
大

阪
市
北
区
の
中
央
公
会
堂

阪
市
北
区
の
中
央
公
会
堂
で

開
か
れ
る
予
定
だ

開
か
れ
る
予
定
だ
。

皮切りの広島会場は1400人
維持管理最前線など全10会場で

補修・補強フォーラム2026

〈
　
〈
６
月
８
日
通
知

日
通
知
〉

▽
令
和

　
▽
令
和
６
年
度
北
条
道

年
度
北
条
道
路

江
北
地
区
第

江
北
地
区
第
５
地
盤
改

地
盤
改
良

（
Ⅱ
）
＝
美
保
テ
ク
ノ
ス

（
Ⅱ
）
＝
美
保
テ
ク
ノ
ス
、　8181

中
国
地
方
整
備
局
倉
吉

　
中
国
地
方
整
備
局
倉
吉
河

川
国
道
事
務
所
は
、

川
国
道
事
務
所
は
、
５
月
完

成
分
の
工
事
成
績
評
定
通

成
分
の
工
事
成
績
評
定
通
知

書
を
書
を
３
件
公
表
し
た

件
公
表
し
た
。

評
定
結
果
は
今
月
の

　
評
定
結
果
は
今
月
の
８
日

及
び
　
日
付
で
受
注
者
に

日
付
で
受
注
者
に
通

1818

知
し
た
も
の
。
セ
ー
フ
テ

知
し
た
も
の
。
セ
ー
フ
テ
ィ

が
　
点
の
評
定
点
を
マ
ー

点
の
評
定
点
を
マ
ー
ク

8383
し
て
い
る

し
て
い
る
。

　
３
件
の
評
定
結
果
は
次

件
の
評
定
結
果
は
次
の

通
り
通
り
。

▽
工
事
名
（
技
術
的
難

　
▽
工
事
名
（
技
術
的
難
易

度
評
価
）
＝
受
注
者
、
評

度
評
価
）
＝
受
注
者
、
評
定

点
、
工
期
の

点
、
工
期
の
順

セ
ー
フ
テ
ィ
が
㮇
点
83

倉吉河川国道

工
事
成
績
3
件
公
表

る
と
判
断
し
、

る
と
判
断
し
、
６
月
補
正

月
補
正
で

増
額
工
事
費
を
予
算
化
、

増
額
工
事
費
を
予
算
化
、
予

定
価
格
を
前
回
か
ら

定
価
格
を
前
回
か
ら
３
０
３
０
４

５
万
円
増
額
し
た
。
指
名

万
円
増
額
し
た
。
指
名
者

は
前
回
と
変
わ
ら
な
い

は
前
回
と
変
わ
ら
な
い
。

計
画
に
よ
る
と
、
現
在

　
計
画
に
よ
る
と
、
現
在
は

使
わ
れ
て
い
な
い
旧
山
田

使
わ
れ
て
い
な
い
旧
山
田
幼

稚
園
を
用
途
変
更
。
新
た

稚
園
を
用
途
変
更
。
新
た
な

公
民
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

公
民
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
も
の
で
、
既
存
園

ル
す
る
も
の
で
、
既
存
園
舎

の
改
修
（

の
改
修
（
３
５
３
５
１
釈
）
や
事

）
や
事

務
所
な
ど
が
入
る
増
築

務
所
な
ど
が
入
る
増
築
棟

（
１
０
１
０
４
釈
）
を
敷
地
内

）
を
敷
地
内
に

新
た
に
建
て
る
。
設
計
は

新
た
に
建
て
る
。
設
計
は
山

陽
設
計
で
ま
と
め
ら
れ
て

陽
設
計
で
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
来
年

り
、
来
年
６
月
末
ま
で
の

月
末
ま
で
の
竣

工
を
目
指
す

工
を
目
指
す
。

町
で
は
落
札
決
定
後
、

　
町
で
は
落
札
決
定
後
、
町

議
会
に
工
事
請
負
契
約
締

議
会
に
工
事
請
負
契
約
締
結

議
案
を
提
出
し
、
議
決
を

議
案
を
提
出
し
、
議
決
を
求

め
る
方
針
。
近
隣
に
あ
る

め
る
方
針
。
近
隣
に
あ
る
現

在
の
公
民
館
に
つ
い
て
は

在
の
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

移
転
後
の
活
用
策
は
決
ま

移
転
後
の
活
用
策
は
決
ま
っ

て
い
な
い

て
い
な
い
。

札
し
た
が
、
全
社
辞
退
に

札
し
た
が
、
全
社
辞
退
に
よ

り
不
調
に
終
わ
っ
て
い
た

り
不
調
に
終
わ
っ
て
い
た
。

不
調
を
受
け
、
町
で
は
聞

不
調
を
受
け
、
町
で
は
聞
き

取
り
調
査
を
行
い
、
資
材

取
り
調
査
を
行
い
、
資
材
価

格
高
騰
な
ど
が
影
響
し
て

格
高
騰
な
ど
が
影
響
し
て
い

日
で
入
札
を
行
い
、
翌

日
で
入
札
を
行
い
、
翌
８
日

の
開
札
を
予
定
し
て
い
る

の
開
札
を
予
定
し
て
い
る
。

予
定
価
格
は

予
定
価
格
は
２
億
２
７
７

２
７
７
４

万
円
（
税
抜
）

万
円
（
税
抜
）
。

同
工
事
は

　
同
工
事
は
５
月
　
日
に
開

日
に
開

1414

岡
山
県
矢
掛
町
は
、
「

　
岡
山
県
矢
掛
町
は
、
「
山

田
公
民
館
移
転
建
築
工
事

田
公
民
館
移
転
建
築
工
事
」

（
南
山
田
）
に

（
南
山
田
）
に
８
社
（
共
生

社
（
共
生
、

矢
建
、
福
井
建
設
工
業
、

矢
建
、
福
井
建
設
工
業
、
三

好
組
、
中
村
建
設
、
中
国

好
組
、
中
村
建
設
、
中
国
建

設
工
業
、
志
多
木
組
、
小

設
工
業
、
志
多
木
組
、
小
田

組
）
を
指
名
。

組
）
を
指
名
。
７
月
６
・
７

広
島
県
は
、
呉
市
広
中

　
広
島
県
は
、
呉
市
広
中
新

開
２
―
１
８
１
５
６

１
８
１
５
６
―
２
の

未
利
用
県
有
地
（
宅
地
）

未
利
用
県
有
地
（
宅
地
）
を

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却

す
る
。
予
定
価
格
は

す
る
。
予
定
価
格
は
５
８
５
８
９

０
万
円
。
申
し
込
み
は

万
円
。
申
し
込
み
は
７
月

　
日
ま
で
で
、
入
札
は

日
ま
で
で
、
入
札
は
同
　

1010

3030

日
を
予
定
し
て
い
る

日
を
予
定
し
て
い
る
。

売
却
さ
れ
る
の
は
、
広

　
売
却
さ
れ
る
の
は
、
広
東

大
川
造
成
地
の
一
角
で
、

大
川
造
成
地
の
一
角
で
、
公

簿
地
積
は

簿
地
積
は
６
２
６
２
１
釈
。
Ｊ
Ｒ

。
Ｊ
Ｒ

新
広
駅
の
北
東
約

新
広
駅
の
北
東
約
６
０
０

６
０
０
ｍ

に
位
置
し
、
現
在
は
更
地

に
位
置
し
、
現
在
は
更
地
と

な
っ
て
い
る

な
っ
て
い
る
。

申
し
込
み
は
県
総
務
局

　
申
し
込
み
は
県
総
務
局
財

産
管
理
課
（

産
管
理
課
（
０
８
２

０
８
２
―
５
１

３
―
２
３
０
５

２
３
０
５
）
へ
の
持

）
へ
の
持
参

か
郵
送
（
簡
易
書
留
）
で

か
郵
送
（
簡
易
書
留
）
で
受

け
付
け
る

け
付
け
る
。

呉
市
の
県
有
地

入
札
で
売
却
へ

広
島
県

上
位
計
画
・
関
連
施
策

　
上
位
計
画
・
関
連
施
策
等

の
整
理
、
国
内
類
似
施
設

の
整
理
、
国
内
類
似
施
設
の

現
状
分
析
、
催
事
分
野
別

現
状
分
析
、
催
事
分
野
別
の

国
内
開
催
需
要
分
析
な
ど

国
内
開
催
需
要
分
析
な
ど
の

整
理
、
導
入
機
能
・
規
模

整
理
、
導
入
機
能
・
規
模
、

配
置
・
動
線
計
画
、
交
通

配
置
・
動
線
計
画
、
交
通
計

画
な
ど
の
施
設
計
画
及
び

画
な
ど
の
施
設
計
画
及
び
運

営
計
画
、
概
算
事
業
費
の

営
計
画
、
概
算
事
業
費
の
算

出
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手

出
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

等
を
含
む
事
業
手
法
・
運

等
を
含
む
事
業
手
法
・
運
営

収
支
の
検
討
、
経
済
波
及

収
支
の
検
討
、
経
済
波
及
効

果
等
の
推
計
―
な
ど
が
主

果
等
の
推
計
―
な
ど
が
主
な

業
務
内
容
と
な
る

業
務
内
容
と
な
る
。

施
設
の
前
提
条
件
は
、

　
施
設
の
前
提
条
件
は
、
展

示
面
積

示
面
積
６
０
０
０

６
０
０
０
釈
（
無
（
無
柱

空
間
）
を
基
本
に
将
来
的

空
間
）
を
基
本
に
将
来
的
な

拡
張
も
検
討
す
る
こ
と

拡
張
も
検
討
す
る
こ
と
と

し
、
目
標
稼
働
率
は
年
間

し
、
目
標
稼
働
率
は
年
間
　6060

～

％
程
度
。
可
動
間
仕

～
　
％
程
度
。
可
動
間
仕
切

7070
り
に
よ
り

り
に
よ
り
３
～
４
分
割
で

分
割
で
の

利
用
も
想
定
す
る

利
用
も
想
定
す
る
。

プ
ロ
ポ
に
は

　
プ
ロ
ポ
に
は
１
者
の
み

者
の
み
が

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

業
務
期
間
は

業
務
期
間
は
２
０
２
７

２
０
２
７
年
３

月

日
ま
で
と
し
て
い
る

月
　
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

3131業
務
は
、
西
区
商
工
セ

　
業
務
は
、
西
区
商
工
セ
ン

タ
ー
地
区
に
お
け
る
展
示

タ
ー
地
区
に
お
け
る
展
示
機

能
に
主
体
を
置
い
た
新
た

能
に
主
体
を
置
い
た
新
た
な

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
に
向

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
に
向
け

た
基
本
計
画
の
策
定
支
援

た
基
本
計
画
の
策
定
支
援
を

行
う
も
の

行
う
も
の
。

務
」
に
つ
い
て
、
デ
ロ
イ
ト

務
」
に
つ
い
て
、
デ
ロ
イ
ト
ト

ー
マ
ツ
を
特
定
し
、
今
月

ー
マ
ツ
を
特
定
し
、
今
月
　2222

日
に
日
に
１
５
９
５

１
５
９
５
万
円
（
税
込

万
円
（
税
込
）

で
特
命
随
意
契
約
を
締
結

で
特
命
随
意
契
約
を
締
結
し

　
広
島
市
は
、
公
募
型
プ

広
島
市
は
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
選
定
を

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
選
定
を
進

め
て
い
た
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施

め
て
い
た
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

整
備
基
本
計
画
策
定
支
援

整
備
基
本
計
画
策
定
支
援
業

広島市

デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
と
随
契

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
基
本
計
画
策
定

点
、
点
、
２
０
２
５

２
０
２
５
年
３
月
　
日
3131

～
　
年
５
月
　
日

2626

2929

▽
令
和

　
▽
令
和
６
年
度
北
条
道

年
度
北
条
道
路

松
神
地
区
第

松
神
地
区
第
４
改
良
（
Ⅱ

改
良
（
Ⅱ
）

＝
井
中
組

＝
井
中
組
、　

点
、
点
、　

年
４

8080

2525

月
１
日
～
　
年
５
月
　
日

2626

2929

〈
　
〈
６
月
　
日
通
知

日
通
知
〉

1818

▽
令
和

　
▽
令
和
７
年
度
倉
吉
管

年
度
倉
吉
管
内

東
部
交
安
施
設
（
Ⅱ
）
＝

東
部
交
安
施
設
（
Ⅱ
）
＝
セ

ー
フ
テ
ィ

ー
フ
テ
ィ
、　

点
、
点
、　

年
　

8383

2525

1111

月
　
日
～
　
年
５
月
　
日

1111

2626

2020

中
国
四
国
防
衛
局
は
、

　
中
国
四
国
防
衛
局
は
、
建

設
工
事
の
入
札
に
用
い
ら

設
工
事
の
入
札
に
用
い
ら
れ

る
「
積
算
単
価
類
」
に
つ

る
「
積
算
単
価
類
」
に
つ
い

て
、
特
別
調
査
に
よ
っ
て

て
、
特
別
調
査
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
単
価
を
公
表
す

成
さ
れ
た
単
価
を
公
表
す
る

特
別
調
査
の

積
算
単
価
公
表

中
四
国
防
衛

多
治
比
川

多
治
比
川
】

▽
測
量
設
計

　
▽
測
量
設
計
＝
　
～
　
年

2222

2323

度
▽
用
地
補
償

　
▽
用
地
補
償
＝
　
～
　
年

2323

2929

度
▽
工
事

　
▽
工
事
＝
　
～
　
年
度
年
度

2323

3030

8社指名で7月8日開札
山田公民館移転建築工事

矢掛町

参
加
。
同
者
の
提
案
は
市

参
加
。
同
者
の
提
案
は
市
職

員
で
構
成
す
る
審
査
委
員

員
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会

で
審
査
し
、

で
審
査
し
、
１
０
０

１
０
０
点
満
点
満
点

中

・

中
　
・
６
点
だ
っ
た

点
だ
っ
た
。

6666

と
発
表
し
た

と
発
表
し
た
。

入
札
参
加
者
が
適
正
な

　
入
札
参
加
者
が
適
正
な
見

積
も
り
を
行
え
る
環
境
を

積
も
り
を
行
え
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
目
的
。

備
す
る
こ
と
が
目
的
。
２
０

２
６
２
６
年
度
上
期
案
件
に
適

年
度
上
期
案
件
に
適
用

さ
れ
る

さ
れ
る
。

な
お
、
公
表
は
同
局
の

　
な
お
、
公
表
は
同
局
の
電

子
入
札
シ
ス
テ
ム
（
入
札

子
入
札
シ
ス
テ
ム
（
入
札
説

明
書
等
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
シ

明
書
等
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
）
上
で
行
わ
れ
る

テ
ム
）
上
で
行
わ
れ
る
。

旧山田幼稚園
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